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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置によって複数のコンポーネントキャリアで送信されたトランスポートブロッ
クに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記基地局装置に送信する移動局装置であって、
　物理上りリンク共用チャネルで使用される変調次数に関する情報を、前記基地局装置か
ら受信する受信部と、
　第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを別々に符号化し、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで前記第一のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行し、
　前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値になるまで前記第二のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行し、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビ
ットとを連結する符号化部と、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの前記物理上りリ
ンク共用チャネルを用いて前記基地局装置に送信する送信部とを備え、
　前記複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫは、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを含み、
　前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共用チャネルで使用される変
調次数の正の整数倍であることを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
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　前記繰り返し処理においては、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第一
の値よりも小さい場合に、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットを、先頭から繰り
返して連結する処理を行なうことを特徴とする請求項１に記載の移動局装置。
【請求項３】
　前記繰り返し処理においては、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第二
の値よりも小さい場合に、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットを、先頭から繰り
返して連結する処理を行なうことを特徴とする請求項１に記載の移動局装置。
【請求項４】
　前記繰り返し処理においては、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第一
の値よりも大きい場合に、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットを、先頭から前記
第一の値まで切り取る処理を行なうことを特徴とする請求項１に記載の移動局装置。
【請求項５】
　前記繰り返し処理においては、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第二
の値よりも大きい場合に、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットを、先頭から前記
第二の値まで切り取る処理を行なうことを特徴とする請求項１に記載の移動局装置。
【請求項６】
　移動局装置へ複数のコンポーネントキャリアで送信されたトランスポートブロックに対
する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記移動局装置から受信する基地局装置であって、
　物理上りリンク共用チャネルで使用される変調次数に関する情報を、前記移動局装置に
送信する送信部と、
　別々に符号化された第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの前記
物理上りリンク共用チャネルを用いて前記移動局装置から受信する受信部を備え、
　前記複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫは、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを含み、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは、前記移動局装置によって前記第一のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで繰り返し処理が実行され、
　前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは、前記移動局装置によって前記第二のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値になるまで繰り返し処理が実行され、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビ
ットとは、前記移動局装置によって連結され、
　前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共用チャネルで使用される変
調次数の正の整数倍であることを特徴とする基地局装置。
【請求項７】
　前記繰り返し処理においては、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第一
の値よりも小さい場合に、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットを、先頭から繰り
返して連結する処理を行なうことを特徴とする請求項６に記載の基地局装置。
【請求項８】
　前記繰り返し処理においては、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第二
の値よりも小さい場合に、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットを、先頭から繰り
返して連結する処理を行なうことを特徴とする請求項６に記載の基地局装置。
【請求項９】
　前記繰り返し処理においては、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第一
の値よりも大きい場合に、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットを、先頭から前記
第一の値まで切り取る処理を行なうことを特徴とする請求項６に記載の基地局装置。
【請求項１０】
　前記繰り返し処理においては、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第二
の値よりも大きい場合に、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットを、先頭から前記
第二の値まで切り取る処理を行なうことを特徴とする請求項６に記載の基地局装置。
【請求項１１】
　移動局装置が、基地局装置によって複数のコンポーネントキャリアで送信されたトラン
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スポートブロックに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記基地局装置に送信する無線通信
システムであって、
　前記移動局装置は、
　物理上りリンク共用チャネルで使用される変調次数に関する情報を、前記基地局装置か
ら受信し、
　第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを別々に符号化し、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで前記第一のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行し、
　前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値になるまで前記第二のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行し、 
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビ
ットとを連結させ、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの前記物理上りリ
ンク共用チャネルを用いて前記基地局装置に送信し、
　前記基地局装置は、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを前記１つの物理上りリ
ンクチャネルを用いて前記移動局装置から受信し、
　前記複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫは、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを含み、
　前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共用チャネルで使用される変
調次数の正の整数倍であることを特徴とする無線通信システム。
【請求項１２】
　基地局装置によって複数のコンポーネントキャリアで送信されたトランスポートブロッ
クに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記基地局装置に送信する移動局装置に用いられる
無線通信方法であって、
　物理上りリンク共用チャネルで使用される変調次数に関する情報を、前記基地局装置か
ら受信するステップと、
　第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを別々に符号化するステップと、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで前記第一のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行するステップと、
　前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値になるまで前記第二のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行するステップと、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビ
ットとを連結するステップと、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの前記物理上りリ
ンク共用チャネルを用いて前記基地局装置に送信するステップとを有し、
　前記複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫは、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを含み、
　前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共用チャネルで使用される変
調次数の正の整数倍であることを特徴とする無線通信方法。
【請求項１３】
　移動局装置へ複数のコンポーネントキャリアで送信されたトランスポートブロックに対
する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記移動局装置から受信する基地局装置に用いられる無線
通信方法であって、
　物理上りリンク共用チャネルで使用される変調次数に関する情報を、前記移動局装置に
送信するステップと、
　別々に符号化された第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの前記
物理上りリンク共用チャネルを用いて前記移動局装置から受信するステップを有し、
　前記複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫは、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを含み、
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　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは、前記移動局装置によって前記第一のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで繰り返し処理が実行され、
　前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは、前記移動局装置によって前記第二のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値になるまで繰り返し処理が実行され、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビ
ットとは、前記移動局装置によって連結され、
　前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共用チャネルで使用される変
調次数の正の整数倍であることを特徴とする無線通信方法。
【請求項１４】
　基地局装置によって複数のコンポーネントキャリアで送信されたトランスポートブロッ
クに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記基地局装置に送信する移動局装置に用いられる
集積回路であって、
　物理上りリンク共用チャネルで使用される変調次数に関する情報を、前記基地局装置か
ら受信する機能と、
　第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを別々に符号化する機能と、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで前記第一のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行する機能と、
　前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値になるまで前記第二のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行する機能と、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビ
ットとを連結させる機能と、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの前記物理上りリ
ンク共用チャネルを用いて前記基地局装置に送信する機能と、の一連の機能を、前記移動
局装置に発揮させ、
　前記複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫは、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを含み、
　前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共用チャネルで使用される変
調次数の正の整数倍であることを特徴とする集積回路。
【請求項１５】
　移動局装置へ複数のコンポーネントキャリアで送信されたトランスポートブロックに対
する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記移動局装置から受信する基地局装置に用いられる集積
回路であって、
　物理上りリンク共用チャネルで使用される変調次数に関する情報を、前記移動局装置に
送信する機能と、
　別々に符号化された第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの前記
物理上りリンク共用チャネルを用いて前記移動局装置から受信する機能を前記基地局装置
に発揮させ、
　前記複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫは、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを含み、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは、前記移動局装置によって前記第一のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで繰り返し処理が実行され、
　前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは、前記移動局装置によって前記第二のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値になるまで繰り返し処理が実行され、
　前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビ
ットとは、前記移動局装置によって連結され、
　前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共用チャネルで使用される変
調次数の正の整数倍であることを特徴とする集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、移動局装置、基地局装置、無線通信システム、無線通信方法および集積回路
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワークの進化（以下、「Long T
erm Evolution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access（E
UTRA）」と称する）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partn
ership Project: 3GPP）において検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置から移動局装
置への無線通信（下りリンク）の通信方式として、マルチキャリア送信である直交周波数
分割多重（Orthogonal Frequency Division Multiplexing: OFDM）方式が用いられる。ま
た、移動局装置から基地局装置への無線通信（上りリンク）の通信方式として、シングル
キャリア送信であるＳＣ－ＦＤＭＡ（Single-Carrier Frequency Division Multiple Acc
ess）方式が用いられる。
【０００３】
　ＬＴＥでは、移動局装置が物理下りリンク共用チャネル（Physical Downlink Shared C
hannel: PDSCH）で受信した下りリンクデータの復号に成功したか否かを示すＡＣＫ（Ack
nowledgement）／ＮＡＣＫ（Negative Acknowledgement）は、物理上りリンク制御チャネ
ル（Physical Uplink Control Channel: PUCCH）または物理上りリンク共用チャネル（Ph
ysical Uplink Shared Channel: PUSCH）を用いて送信される。移動局装置がＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを送信する時にＰＵＳＣＨの無線リソースを割り当てられていない場合は、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫはＰＵＣＣＨで送信される。移動局装置がＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する時にＰ
ＵＳＣＨの無線リソースを割り当てられている場合は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫはＰＵＳＣＨで
送信される。
【０００４】
　ＬＴＥより広帯域な周波数帯域を利用して、さらに高速なデータの通信を実現する無線
アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Evolution-Advanced (LTE-A)
」、または、「Advanced Evolved Universal Terrestrial Radio Access (A-EUTRA)」と
称する）では、ＬＴＥとの後方互換性(backward compatibility)を持つことが検討されて
いる。つまり、ＬＴＥ－Ａの基地局装置はＬＴＥ－ＡおよびＬＴＥ両方の移動局装置と同
時に無線通信を行ない、また、ＬＴＥ－Ａの移動局装置はＬＴＥ－ＡおよびＬＴＥ両方の
基地局装置と無線通信を行なうことができ、ＬＴＥ－ＡはＬＴＥと同一のチャネル構造を
用いる。
【０００５】
　ＬＴＥ－Ａでは、ＬＴＥと同一のチャネル構造の周波数帯域（以下、「キャリア要素（
Carrier Component: CC）」、または、「コンポーネントキャリア（Component Carrier: 
CC）」と称する）を複数用いて、１つの周波数帯域（広帯域な周波数帯域）として使用す
る技術（周波数帯域集約: Spectrum aggregation、Carrier aggregation、Frequency agg
regation等とも称される）が提案されている。例えば、周波数帯域集約を用いた通信では
、基地局装置は下りリンクコンポーネントキャリア（Downlink Component Carrier: DL C
C）それぞれに１つのＰＤＳＣＨを配置し、移動局装置に複数のＰＤＳＣＨを同時に送信
する。
【０００６】
　周波数帯域集約では、１つのプライマリーセル（Primary cell: Pcell）と１つまたは
複数のセカンダリーセル（Secondary cell: Scell）が構成される。プライマリーセルは
、下りリンクプライマリーコンポーネントキャリア（Downlink Primary Component Carri
er: DL PCC）と上りリンクプライマリーコンポーネントキャリア（Uplink Primary Compo
nent Carrier: UL PCC）により提供されるセルである。プライマリーセルはＬＴＥのセル
と同等の機能を持つセルである。ＤＬ ＰＣＣとＵＬ ＰＣＣは、移動局装置毎に１つずつ
設定される。
【０００７】
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　セカンダリーセルは、下りリンクセカンダリーコンポーネントキャリア（Downlink Sec
ondary Component Carrier: DL SCC）と上りリンクセカンダリーコンポーネントキャリア
（Uplink Secondary Component Carrier: UL SCC）により提供されるセルである。セカン
ダリーセルは、ＤＬ ＳＣＣのみで提供されてもよい。セカンダリーセルはプライマリー
セルよりも機能が制限されたセルである。ＤＬ ＰＣＣを除いた全てのＤＬ ＣＣは、ＤＬ
 ＳＣＣである。ＵＬ ＰＣＣを除いた全ての上りリンクコンポーネントキャリア（Uplink
 Component Carrier: UL CC）は、ＵＬ ＳＣＣである。
【０００８】
　ＬＴＥ－Ａでは、移動局装置が同時に受信した複数のＰＤＳＣＨそれぞれに対する複数
のＡＣＫ／ＮＡＣＫを基地局装置に送信する際に、移動局装置が送信する複数のＰＵＳＣ
Ｈのうち１つのＰＵＳＣＨを用いて上りリンクデータ（上位レイヤにおける情報チャネル
）（Uplink Shared Channel: UL-SCH）と複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫをともに送信すること
が検討されている（非特許文献１）。
【０００９】
　非特許文献２には、複数のＰＤＳＣＨに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを同一のＰＵＳ
ＣＨで送信する際に、全てのＡＣＫ／ＮＡＣＫをともに符号化する方法および、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫが対応するセル（DL CC）毎に符号化することが記載されている。また、非特許
文献２には、移動局装置が複数のＤＬ ＣＣを割り当てられていたとしても、移動局装置
がプライマリーセルのＰＤＳＣＨの割り当てを示す下りリンク制御情報（Downlink Contr
ol Information: DCI）のみを受信した場合は、移動局装置はＬＴＥの送信方法を利用し
て上りリンクデータとＡＣＫ／ＮＡＣＫをともにＰＵＳＣＨで送信することが記載されて
いる。ＰＤＳＣＨの割り当てを示す下りリンク制御情報を下りリンクアサインメント（DL
 assignment）と称する。
【００１０】
　ＬＴＥ－Ａの上りリンクでは、ＬＴＥからの更なるスループット向上のためＭＩＭＯ 
ＳＭ（Multiple Input Multiple Output Spatial Multiplexing）による空間多重を利用
することが議論されている。つまり、上りリンクデータでは２以上の空間多重数（以下で
はランクもしくはRankと呼称する）での送信が実現される。
【００１１】
　それに対し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫやＲＩ（Rank Indicator）などの高い品質が要求される
上りリンク制御情報については、空間多重される領域（以下ではレイヤもしくはLayerと
呼称する）のすべてに対して送信系列を複製することにより、仮想的にランク１での通信
を実現することが提案されている。つまり、ランク２以上の上りリンクデータ通信と、ラ
ンク１のＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＲＩ送信が混在した通信が行なわれる。これについて、非特
許文献３では、制御情報の複製作成方法として、チャネル符号化後のビット列を各レイヤ
に割り当てることを提案している。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１２】
【非特許文献１】"UCI Transmission in the Presence of UL-SCH Data", 3GPP TSG RAN 
WG1 Meeting #61, R1-103067, May 10-14, 2010.
【非特許文献２】"ACK/NACK multiplexing schemes on PUSCH", 3GPP TSG RAN WG1 Meeti
ng #61bis, R1-103760, 28 June-2 July, 2010.
【非特許文献３】"Performance evaluation of UCI multiplexing schemes on PUSCH in 
case of SU-MIMO", 3GPP TSG RAN WG1 Meeting #61, R1-102962, May 10-14, 2010.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、従来の技術では、移動局装置が複数のＤＬ　ＣＣで受信した複数のＰＤ
ＳＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを１つの物理上りリンクチャネルで送信する際に、移動
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局装置が効率的にＡＣＫ／ＮＡＣＫを符号化して送信することができないという問題があ
る。
【００１４】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、移動局装置が複数のＤＬ ＣＣで受信
した複数のＰＤＳＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを１つの物理上りリンクチャネルで送信
する際に、移動局装置が効率的にＡＣＫ／ＮＡＣＫを符号化して送信し、基地局装置が移
動局装置によって送信されたＡＣＫ／ＮＡＣＫの受信処理を行なうことができる移動局装
置、基地局装置、無線通信システム、無線通信方法および集積回路を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の移動局装置は、基地局装置によって複数のコンポーネントキャリアで送信され
たトランスポートブロックに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記基地局装置に送信する
移動局装置において、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを別々に符号
化し、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで前記第一のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行し、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの
符号化ビット数が第二の値になるまで前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り
返し処理を実行し、前記繰り返し処理を実行した第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット
と前記繰り返し処理を実行した第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットとを連結させ、前
記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの物理上りリンクチャ
ネルを用いて前記基地局装置に送信することを特徴としている。
【００１６】
　（２）また、本発明の移動局装置において、前記物理上りリンクチャネルは物理上りリ
ンク共用チャネルであり、前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共用
チャネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴としている。
【００１７】
　（３）また、本発明の移動局装置において、前記繰り返し処理は、前記第一のＡＣＫ／
ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第一の値よりも小さい場合には、前記第一のＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫの符号化ビットを、先頭から繰り返して連結する処理であることを特徴としている。
【００１８】
　（４）また、本発明の移動局装置において、前記繰り返し処理は、前記第二のＡＣＫ／
ＮＡＣＫの符号化ビットが、前記第二の値よりも小さい場合には、前記第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの符号化ビットを、先頭から繰り返して連結する処理であることを特徴としている
。
【００１９】
　（５）また、本発明の移動局装置において、前記繰り返し処理は、前記第一のＡＣＫ／
ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第一の値よりも大きい場合には、前記第一のＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫの符号化ビットを、先頭から前記第一の値まで切り取る処理であることを特徴として
いる。
【００２０】
　（６）また、本発明の移動局装置において、前記繰り返し処理は、前記第二のＡＣＫ／
ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第二の値よりも大きい場合には、前記第二のＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫの符号化ビットを、先頭から前記第二の値まで切り取る処理であることを特徴として
いる。
【００２１】
　（７）また、本発明の基地局装置は、移動局装置へ複数のコンポーネントキャリアで送
信されたトランスポートブロックに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記移動局装置から
受信する基地局装置において、別々に符号化された第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫとを１つの物理上りリンクチャネルを用いて前記移動局装置から受信し、前



(8) JP 5044047 B2 2012.10.10

10

20

30

40

50

記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは、前記移動局装置によって前記第一のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで繰り返し処理が実行され、前記第二の
ＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは、前記移動局装置によって前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋの符号化ビット数が第二の値になるまで繰り返し処理が実行され、前記繰り返し処理が
実行された第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記繰り返し処理が実行された第二
のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットとは、前記移動局装置によって連結されることを特徴
としている。
【００２２】
　（８）また、本発明の基地局装置において、前記物理上りリンクチャネルは物理上りリ
ンク共用チャネルであり、前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共用
チャネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴としている。
【００２３】
　（９）また、本発明の基地局装置において、前記繰り返し処理は、前記第一のＡＣＫ／
ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第一の値よりも小さい場合には、前記第一のＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫの符号化ビットを、先頭から繰り返して連結する処理であることを特徴としている。
【００２４】
　（１０）また、本発明の基地局装置において、前記繰り返し処理は、前記第二のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットが、前記第二の値よりも小さい場合には、前記第二のＡＣＫ／
ＮＡＣＫの符号化ビットを、先頭から繰り返して連結する処理であることを特徴としてい
る。
【００２５】
　（１１）また、本発明の基地局装置において、前記繰り返し処理は、前記第一のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第一の値よりも大きい場合には、前記第一のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの符号化ビットを、先頭から前記第一の値まで切り取る処理であることを特徴とし
ている。
【００２６】
　（１２）また、本発明の基地局装置において、前記繰り返し処理は、前記第二のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットが前記第二の値よりも大きい場合には、前記第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの符号化ビットを、先頭から前記第二の値まで切り取る処理であることを特徴とし
ている。
【００２７】
　（１３）また、本発明の無線通信システムは、移動局装置が、基地局装置によって複数
のコンポーネントキャリアで送信されたトランスポートブロックに対する複数のＡＣＫ／
ＮＡＣＫを前記基地局装置に送信する無線通信システムにおいて、前記移動局装置は、第
一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを別々に符号化し、前記第一のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化
ビットに繰り返し処理を実行し、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の
値になるまで前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行し、前記
繰り返し処理を実行した第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記繰り返し処理を実
行した第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットとを連結させ、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの物理上りリンクチャネルを用いて前記基地局
装置に送信し、前記基地局装置は、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫとを前記１つの物理上りリンクチャネルを用いて前記移動局装置から受信すること
を特徴としている。
【００２８】
　（１４）また、本発明の無線通信方法は、基地局装置によって複数のコンポーネントキ
ャリアで送信されたトランスポートブロックに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記基地
局装置に送信する移動局装置に用いられる無線通信方法において、第一のＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを別々に符号化し、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化
ビット数が第一の値になるまで前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処
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理を実行し、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値になるまで前記第
二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行し、前記繰り返し処理を実行
した第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記繰り返し処理を実行した第二のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットとを連結させ、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと前記第二のＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫとを１つの物理上りリンクチャネルを用いて前記基地局装置に送信すること
を特徴としている。
【００２９】
　（１５）また、本発明の無線通信方法において、前記物理上りリンクチャネルは、物理
上りリンク共用チャネルであり、前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリン
ク共用チャネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴としている。
【００３０】
　（１６）また、本発明の無線通信方法は、基地局装置へ複数のコンポーネントキャリア
で送信されたトランスポートブロックに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記移動局装置
から受信する基地局装置に用いられる無線通信方法において、別々に符号化された第一の
ＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの物理上りリンクチャネルを用いて
前記移動局装置から受信し、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは、前記移動局
装置によって前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第一の値になるまで繰り返
し処理が実行され、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは、前記移動局装置によ
って前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値になるまで繰り返し処理が
実行され、前記繰り返し処理が実行された第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記
繰り返し処理が実行された第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットとは、前記移動局装置
によって連結されることを特徴としている。
【００３１】
　（１７）また、本発明の無線通信方法において、前記物理上りリンクチャネルは、物理
上りリンク共用チャネルであり、前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリン
ク共用チャネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴としている。
【００３２】
　（１８）また、本発明の集積回路は、基地局装置によって複数のコンポーネントキャリ
アで送信されたトランスポートブロックに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記基地局装
置に送信する移動局装置に用いられる集積回路において、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二
のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを別々に符号化する機能と、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化
ビット数が第一の値になるまで前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処
理を実行する機能と、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値になるま
で前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットに繰り返し処理を実行する機能と、前記繰
り返し処理を実行した第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットと前記繰り返し処理を実行
した第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットとを連結させる機能と、前記第一のＡＣＫ／
ＮＡＣＫと前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの物理上りリンクチャネルを用いて前記
基地局装置に送信する機能と、の一連の機能を、前記移動局装置に発揮させることを特徴
としている。
【００３３】
　（１９）また、本発明の集積回路において、前記物理上りリンクチャネルは、物理上り
リンク共用チャネルであり、前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共
用チャネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴としている。
【００３４】
　（２０）また、本発明の集積回路は、移動局装置へ複数のコンポーネントキャリアで送
信されたトランスポートブロックに対する複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記移動局装置から
受信する基地局装置に用いられる集積回路において、別々に符号化された第一のＡＣＫ／
ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫとを１つの物理上りリンクチャネルを用いて前記移動
局装置から受信する機能を前記基地局装置に発揮させ、前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符
号化ビットは、前記移動局装置によって前記第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が
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第一の値になるまで繰り返し処理が実行され、前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビッ
トは、前記移動局装置によって前記第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット数が第二の値
になるまで繰り返し処理が実行され、前記繰り返し処理が実行された第一のＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫの符号化ビットと前記繰り返し処理が実行された第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビ
ットとは、前記移動局装置によって連結されることを特徴としている。
【００３５】
　（２１）また、本発明の集積回路において、前記物理上りリンクチャネルは、物理上り
リンク共用チャネルであり、前記第一の値および前記第二の値は、前記物理上りリンク共
用チャネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴としている。
【発明の効果】
【００３６】
　この発明によれば、移動局装置が複数のＤＬ ＣＣで受信した複数のＰＤＳＣＨに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫを１つの物理上りリンクチャネルで送信する際に、移動局装置が効率
的にＡＣＫ／ＮＡＣＫを符号化して送信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の無線通信システムの概念図である。
【図２】本発明の周波数帯域集約処理の一例を示す図である。
【図３】本発明の下りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である。
【図４】本発明の上りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である。
【図５】本発明のＰＵＳＣＨで上りリンクデータとＡＣＫ／ＮＡＣＫを同時に送信する方
法を説明する図である。
【図６】本発明の上りリンクデータとＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化方法について説明する図
である。
【図７】本発明の第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫを結合する方法の一
例を示す図である。
【図８】本発明の移動局装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図９】本発明の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について詳しく説明する。
【００３９】
　まず、本発明の物理チャネルについて説明する。
【００４０】
　図１は、本発明の無線通信システムの概念図である。図１において、無線通信システム
は、移動局装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。図１は、基地局装置３から
移動局装置１Ａ～１Ｃへの無線通信（下りリンク）では、同期信号（Synchronization si
gnal: SS）、下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）、物理報知チャ
ネル（Physical Broadcast Channel: PBCH）、物理下りリンク制御チャネル（Physical D
ownlink Control Channel: PDCCH）、物理下りリンク共用チャネル（Physical Downlink 
Shared Channel: PDSCH）、物理マルチキャストチャネル（Physical Multicast Channel 
:PMCH）、物理制御フォーマットインディケータチャネル（Physical Control Format Ind
icator Channel: PCFICH）、物理ＨＡＲＱインディケータチャネル（Physical Hybrid AR
Q Indicator Channel: PHICH）が割り当てられることを示す。
【００４１】
　図１は、移動局装置１Ａ～１Ｃから基地局装置３への無線通信（上りリンク）では、上
りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）、物理上りリンク制御チャネル（
Physical Uplink Control Channel: PUCCH）、物理上りリンク共用チャネル（Physical U
plink Shared Channel: PUSCH）、物理ランダムアクセスチャネル（Physical Random Acc
ess Channel: PRACH）が割り当てられることを示す。以下、移動局装置１Ａ～１Ｃを移動
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局装置１という。
【００４２】
　同期信号は、移動局装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるため
に用いられる信号である。下りリンク参照信号は、移動局装置１が下りリンクの周波数領
域および時間領域の同期をとるために用いられたり、移動局装置１が下りリンクの受信品
質を測定するために用いられたり、移動局装置１がＰＤＳＣＨやＰＤＣＣＨの伝搬路補正
を行なうために用いられる信号である。
【００４３】
　ＰＢＣＨは、移動局装置１で共通に用いられる制御パラメータ（システム情報）（Broa
dcast Channel: BCH）を報知するために用いられる物理チャネルである。ＰＢＣＨは、４
０ｍｓ間隔で送信される。４０ｍｓ間隔のタイミングは、移動局装置１においてブライン
ド検出（blind detection）される。
【００４４】
　ＰＤＣＣＨは、下りリンクアサインメント（downlink assignment、またはdownlink gr
antとも称する）や上りリンクグラント（uplink grant）などの下りリンク制御情報（Dow
nlink Control Information: DCI）を送信するために用いられる物理チャネルである。下
りリンクアサインメントは、ＰＤＳＣＨに対する変調方式および符号化率に関する情報（
Modulation and Coding Scheme: MCS）、無線リソースの割り当てを示す情報などから構
成される。上りリンクグラントは、ＰＵＳＣＨ（上りリンクデータ送信用チャネル）に対
する変調方式および符号化率に関する情報、無線リソースの割り当てを示す情報などから
構成される。
【００４５】
　下りリンク制御情報には複数のフォーマットが用いられる。下りリンク制御情報のフォ
ーマットをＤＣＩフォーマット（DCI format）と呼ぶ。下りリンクアサインメントのＤＣ
Ｉフォーマットは、基地局装置３がＰＤＳＣＨを１つの送信アンテナポートまたは送信ダ
イバーシチを用いて送信する場合に用いられるＤＣＩフォーマット１Ａ、基地局装置３が
ＰＤＳＣＨにＭＩＭＯ ＳＭ（Multiple Input Multiple Output Spatial Multiplexing）
を用いて複数の下りリンクデータを送信する場合に用いられるＤＣＩフォーマット２など
が用意される。
【００４６】
　ＭＩＭＯ ＳＭとは、複数の送信アンテナポートおよび複数の受信アンテナポートによ
り実現される複数の空間次元のチャネルに対して複数の信号が多重されて送受信が行なわ
れる技術である。ここで、アンテナポートとは信号処理に用いられる論理的なアンテナの
ことを示す、１つのアンテナポートは１つの物理的なアンテナにより構成されてもよいし
、複数の物理的なアンテナにより構成されてもよい。ＭＩＭＯ ＳＭを用いた送信側では
、複数の信号に対して適切な空間チャネルを形成するための処理（プリコーディング（pr
ecoding）と称す）が行なわれて、プリコーディングの処理が行なわれた複数の信号を複
数の送信アンテナを用いて送信する。ＭＩＭＯ ＳＭを用いた受信側では、複数の受信ア
ンテナを用いて受信された複数の信号に対して空間次元のチャネルで多重された信号を適
切に分離するための処理が行なわれる。
【００４７】
　ＰＤＳＣＨは、ページング情報（Paging Channel: PCH）やＰＢＣＨで報知されない、
つまりＢＣＨ以外のシステム情報や下りリンクデータ（Downlink Shared Channel: DL-SC
H）を送信するために用いられる物理チャネルである。ＰＭＣＨは、ＭＢＭＳ（Multimedi
a Broadcast and Multicast Service）に関する情報（Multicast Channel: MCH）を送信
するために用いられる物理チャネルである。
【００４８】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨが配置される領域を示す情報を送信するために用いられる
物理チャネルである。ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータ（Uplink
 Shared Channel: UL-SCH）の復号の成否を示すＨＡＲＱインディケータを送信するため
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に用いられる物理チャネルである。
【００４９】
　基地局装置３がＰＵＳＣＨに含まれる全ての上りリンクデータの復号に成功した場合は
、ＨＡＲＱインディケータはＡＣＫ（ACKnowledgement）を示し、基地局装置３がＰＵＳ
ＣＨに含まれる少なくとも１つの上りリンクデータの復号に失敗した場合は、ＨＡＲＱイ
ンディケータはＮＡＣＫ（Negative ACKnowledgement）を示す。尚、同一のＰＵＳＣＨに
含まれる複数の上りリンクデータ毎の復号の成否を示す複数のＨＡＲＱインディケータが
、複数のＰＨＩＣＨで送信されるような構成でもよい。
【００５０】
　上りリンク参照信号は、基地局装置３が上りリンクの時間領域の同期をとるために用い
られたり、基地局装置３が上りリンクの受信品質を測定するために用いられたり、基地局
装置３がＰＵＳＣＨやＰＵＣＣＨの伝搬路補正を行なうために用いられる信号である。上
りリンク参照信号は、ＳＣ－ＦＤＭＡを想定して分割された無線リソースにおいて、ＣＡ
ＺＡＣ（Constant Amplitude and Zero Auto-Correlation）系列を用いた符号拡散が行な
われる。
【００５１】
　ＣＡＺＡＣ系列とは、時間領域および周波数領域において一定振幅かつ自己相関特性に
優れた系列のことである。時間領域で一定振幅であることからＰＡＰＲ（Peak to Averag
e Power Ratio）を低く抑えることが可能である。ＤＭＲＳには、時間領域において巡回
遅延が適用される。この時間領域における巡回遅延のことをサイクリックシフトと称する
。尚、サイクリックシフトは周波数領域においてＣＡＺＡＣ系列をサブキャリア単位で位
相回転することに相当する。
【００５２】
　上りリンク参照信号には、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨと時間多重されて送信されＰＵ
ＳＣＨとＰＵＣＣＨの伝搬路補償に用いられるＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signa
l）と、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨとは独立して送信される基地局装置３が上りリンク
の伝搬路の状況を推定するのに用いられるＳＲＳ（Sounding Reference Signal）がある
。ＤＭＲＳには、サイクリックシフトだけでなく時間領域における拡散符号（Orthogonal
 Cover Code: OCC）も用いられる。
【００５３】
　ＰＵＣＣＨは、下りリンクのチャネル品質を示すチャネル品質情報（Channel Quality 
Information）、上りリンクの無線リソースの割り当ての要求を示すスケジューリング要
求（Scheduling Request: SR）、移動局装置１が受信した下りリンクデータの復号の成否
を示すＡＣＫ／ＮＡＣＫなど、通信の制御に用いられる情報である上りリンク制御情報（
Uplink Control Information: UCI）を送信するために用いられる物理チャネルである。
【００５４】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータや上りリンク制御情報を送信するために用いられる物
理チャネルである。移動局装置が上りリンク制御情報を送信する時にＰＵＳＣＨの無線リ
ソースを割り当てられていない場合は、上りリンク制御情報はＰＵＣＣＨで送信される。
移動局装置が上りリンク制御情報を送信する時にＰＵＳＣＨの無線リソースを割り当てら
れている場合は、上りリンク制御情報はＰＵＳＣＨで送信される。尚、複数のＰＵＳＣＨ
の無線リソースを割り当てられている場合は、いずれか１つのＰＵＳＣＨでのみ上りリン
ク制御情報を送信する。
【００５５】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために使用される物理チャネ
ルである。ＰＲＡＣＨは、移動局装置１が基地局装置３と時間領域の同期をとることを最
大の目的とし、その他に、初期アクセス、ハンドオーバ、再接続要求、および上りリンク
の無線リソースの割り当ての要求に用いられる。
【００５６】
　以下、本発明の周波数帯域集約について説明する。



(13) JP 5044047 B2 2012.10.10

10

20

30

40

50

【００５７】
　図２は、本発明の周波数帯域集約処理の一例を示す図である。図２において、横軸は周
波数領域、縦軸は時間領域を示す。図２に示すように、下りリンクのサブフレームＤ１は
、２０ＭＨｚの帯域幅を持った４つの下りリンクコンポーネントキャリア（DL CC-1; Dow
nlink Component Carrier-1、DL CC-2、DL CC-3、DL CC-4）のサブフレームによって構成
されている。
【００５８】
　このＤＬ ＣＣのサブフレーム各々には、斜線でハッチングがされた領域が示すＰＨＩ
ＣＨとＰＣＦＩＣＨとＰＤＣＣＨが配置される領域と、網目状にハッチングがされた領域
が示すＰＤＳＣＨが配置される領域がある。ＰＨＩＣＨとＰＣＦＩＣＨとＰＤＣＣＨは、
周波数多重および／または時間多重される。ＰＨＩＣＨとＰＣＦＩＣＨとＰＤＣＣＨが周
波数多重および／または時間多重される領域と、ＰＤＳＣＨが配置される領域は時間多重
される。
【００５９】
　上りリンクのサブフレームＵ１は、２０ＭＨｚの帯域幅を持った３つの上りリンクコン
ポーネントキャリア（UL CC-1; Uplink Component Carrier-1、UL CC-2、UL CC-3）によ
って構成されている。このＵＬ ＣＣのサブフレーム各々には、右下がり斜線でハッチン
グがされた領域が示すＰＵＣＣＨが配置される領域と、横線でハッチングがされた領域が
示すＰＵＳＣＨが配置される領域とが周波数多重される。
【００６０】
　移動局装置１は、始めにいずれか１組のＤＬ ＣＣとＵＬ ＣＣを用いて基地局装置３と
の初期アクセスを行なう。基地局装置３は、移動局装置１が初期アクセスを行なったＤＬ
 ＣＣのＰＤＳＣＨを用いて送信するＲＲＣシグナル（Radio Resource Control signal）
で、移動局装置１に対して設定したＤＬ ＣＣとＵＬ ＣＣ（以下、「設定された（上りリ
ンク／下りリンク）コンポーネントキャリア（configured （downlink/uplink）componen
t carrier）」と称する）を通知する。
【００６１】
　基地局装置３は、設定されたＤＬ ＣＣの中から下りリンクの通信に用いるＤＬ ＣＣお
よび／または設定されたＵＬ ＣＣの中から上りリンクの通信に用いるＵＬ ＣＣを示すア
クティベーションコマンド（activation command）を、ＰＤＣＣＨまたはＭＡＣ（Medium
 Access Control）ＣＥ（Control Element）などを用いて通知する。
【００６２】
　基地局装置３が移動局装置１に、アクティベーションコマンドでＣＣを通信に用いると
通知することを、ＣＣをアクティベートする（activate）と称する。基地局装置３が移動
局装置１に、アクティベーションコマンドでＣＣを通信に用いないと通知することを、Ｃ
Ｃをデアクティベートする（deactivate）と称する。
【００６３】
　基地局装置３は、設定されたＤＬ ＣＣの中から１つの下りリンクプライマリーコンポ
ーネントキャリア（Downlink Primary Component Carrier: DL PCC）（第一の下りリンク
コンポーネントキャリア）を移動局装置１毎に設定し、設定されたＵＬ ＣＣの中から上
りリンクプライマリーコンポーネントキャリア（Uplink Primary Component Carrier: UL
PCC）を移動局装置１毎に設定し、この設定に関する情報を含むＲＲＣシグナルを移動局
装置１に通知する。
【００６４】
　ＤＬ ＰＣＣ以外のＤＬ ＣＣは、下りリンクセカンダリーコンポーネントキャリア（Do
wnlink Secondary Component Carrier: DL SCC）（第二の下りリンクコンポーネントキャ
リア）である。ＵＬ ＰＣＣ以外のＵＬ ＣＣは、上りリンクセカンダリーコンポーネント
キャリア（Uplink Secondary Component Carrier: UL SCC）である。周波数帯域集約では
、１つのプライマリーセル（Primary cell: Pcell）と１つまたは複数のセカンダリーセ
ル（Secondary cell: Scell）が構成される。プライマリーセルは、１つのＤＬ ＰＣＣと
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１つのＵＬ ＰＣＣにより提供されるセルである。プライマリーセルはＬＴＥのセルと同
等の機能を持つセルである。
【００６５】
　セカンダリーセルは、１つのＤＬ ＳＣＣと１つのＵＬ ＳＣＣにより提供されるセルで
ある。セカンダリーセルは、ＤＬ ＳＣＣのみで提供されてもよい。セカンダリーセルは
プライマリーセルよりも機能が制限されたセルである。
【００６６】
　ＤＬ ＰＣＣおよびＵＬ ＰＣＣはデアクティベートされることがない。上りリンク制御
情報は、ＵＬ ＰＣＣのＰＵＣＣＨおよび／または設定された複数のＵＬ ＣＣのうちいず
れか１つのＵＬ ＣＣのＰＵＳＣＨで送信される。
【００６７】
　以下、本発明の無線フレームの構成について説明する。
【００６８】
　図３は、本発明の下りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である。図３に
おいて、横軸は時間領域、縦軸は周波数領域である。図３に示すように、ＤＬ ＣＣの無
線フレームは、複数の下りリンクの物理リソースブロック（Physical Resource Block; P
RB）ペア（例えば、図3の破線で囲まれた領域）から構成されている。この下りリンクの
物理リソースブロックペアは、無線リソースの割り当てなどの単位であり、予め決められ
た幅の周波数帯（PRB帯域幅；180kHz）および時間帯（2個のスロット＝1個のサブフレー
ム；1ms）からなる。
【００６９】
　１個の下りリンクの物理リソースブロックペアは、時間領域で連続する２個の下りリン
クの物理リソースブロック（PRB帯域幅×スロット）から構成される。１個の下りリンク
の物理リソースブロック（図3において、太線で囲まれている単位）は、周波数領域にお
いて１２個のサブキャリア（15kHz）から構成され、時間領域において７個のＯＦＤＭ（O
rthogonal Frequency Division Multiplexing）シンボル（71μs）から構成される。
【００７０】
　時間領域においては、７個のＯＦＤＭシンボル（71μs）から構成されるスロット（0.5
ms）、２個のスロットから構成されるサブフレーム（1ms）、１０個のサブフレームから
構成される無線フレーム（10ms）がある。サブフレームと同じ時間間隔である１ｍｓのこ
とを、送信時間間隔（Transmit Time Interval: TTI）とも称する。周波数領域において
は、ＤＬ ＣＣの帯域幅に応じて複数の下りリンクの物理リソースブロックが配置される
。尚、１個のサブキャリアと１個のＯＦＤＭシンボルから構成されるユニットを下りリン
クリソースエレメントと称する。
【００７１】
　以下、下りリンクに割り当てられる物理チャネルの配置について説明する。下りリンク
の各サブフレームには、ＰＤＣＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および下
りリンク参照信号などが配置される。ＰＤＣＣＨはサブフレームの先頭のＯＦＤＭシンボ
ルから（図3において、左斜線でハッチングがされた領域）配置される。ＰＤＣＣＨが配
置されるＯＦＤＭシンボルの数はサブフレーム毎に異なり、ＰＤＣＣＨが配置されるＯＦ
ＤＭシンボルの数を示す情報はＰＣＦＩＣＨで報知される。各サブフレームでは、複数の
ＰＤＣＣＨが周波数多重および時間多重される。
【００７２】
　ＰＣＦＩＣＨはサブフレームの先頭のＯＦＤＭシンボルに配置され、ＰＤＣＣＨと周波
数多重される。ＰＨＩＣＨは、ＰＤＣＣＨと同一のＯＦＤＭシンボル内で周波数多重され
る（図3において、網目状の線でハッチングがされた領域）。ＰＨＩＣＨは、サブフレー
ムの先頭のＯＦＤＭシンボルのみに配置されてもよいし、ＰＤＣＣＨが配置される複数の
ＯＦＤＭシンボルに分散して配置されてもよい。各サブフレームでは、複数のＰＨＩＣＨ
が周波数多重および符号多重される。
【００７３】
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　移動局装置１は、ＰＵＳＣＨを送信してから所定の時間後（例えば、4ms後、4サブフレ
ーム後、4TTI後）の下りリンクのサブフレームのＰＨＩＣＨで、このＰＵＳＣＨに対する
ＨＡＲＱフィードバックを受信する。
【００７４】
　ＰＤＳＣＨは、サブフレーム内のＰＤＣＣＨおよびＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨが配
置されるＯＦＤＭシンボル以外のＯＦＤＭシンボル（図3において、ハッチングがされな
い領域）に配置される。ＰＤＳＣＨの無線リソースの割り当ては、下りリンクアサインメ
ントを用いて移動局装置１に示される。ＰＤＳＣＨの無線リソースは、時間領域において
、このＰＤＳＣＨの割り当てを示す下りリンクアサインメントを含むＰＤＣＣＨと同一の
下りリンクのサブフレームに配置される。
【００７５】
　ＰＤＳＣＨと、このＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨは同じまたは異なる下りリンクコン
ポーネントキャリアに配置される。各下りリンクコンポーネントキャリアのサブフレーム
では、複数のＰＤＳＣＨが周波数多重および空間多重される。下りリンク参照信号につい
ては、説明の簡略化のため図３において図示を省略するが、下りリンク参照信号は周波数
領域と時間領域において分散して配置される。
【００７６】
　図４は、本発明の上りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である。図４に
おいて、横軸は時間領域、縦軸は周波数領域である。図４に示すように、ＵＬ ＣＣの無
線フレームは、複数の上りリンクの物理リソースブロックペア（例えば、図４の破線で囲
まれた領域）から構成されている。この上りリンクの物理リソースブロックペアは、無線
リソースの割り当てなどの単位であり、予め決められた幅の周波数帯（PRB帯域幅；180kH
z）および時間帯（2個のスロット＝1個のサブフレーム；1ms）からなる。
【００７７】
　１個の上りリンクの物理リソースブロックペアは、時間領域で連続する２個の上りリン
クの物理リソースブロック（PRB帯域幅×スロット）から構成される。１個の上りリンク
の物理リソースブロック（図4において、太線で囲まれている単位）は、周波数領域にお
いて１２個のサブキャリアから構成され、時間領域において７個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ル（71μs）から構成される。
【００７８】
　時間領域においては、７個のＳＣ－ＦＤＭＡ（Single-Carrier Frequency Division Mu
ltiple Access）シンボル（71μs）から構成されるスロット（0.5ms）、２個のスロット
から構成されるサブフレーム（1ms）、１０個のサブフレームから構成される無線フレー
ム（10ms）がある。サブフレームと同じ時間間隔である１ｍｓのことを、送信時間間隔（
Transmit Time Interval: TTI）とも称する。周波数領域においては、ＵＬ ＣＣの帯域幅
に応じて複数の上りリンクの物理リソースブロックが配置される。尚、１個のサブキャリ
アと１個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成されるユニットを上りリンクリソースエレメ
ントと称する。
【００７９】
　以下、上りリンクの無線フレーム内に割り当てられる物理チャネルについて説明する。
上りリンクの各サブフレームには、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＲＡＣＨおよび上りリン
ク参照信号などが配置される。ＰＵＣＣＨは、上りリンクの帯域の両端の上りリンクの物
理リソースブロック（左斜線でハッチングがされた領域）に配置される。各サブフレーム
では、複数のＰＵＣＣＨが周波数多重および符号多重される。
【００８０】
　ＰＵＳＣＨは、ＰＵＣＣＨが配置される上りリンクの物理リソースブロック以外の上り
リンクの物理リソースブロックペア（ハッチングがされない領域）に配置される。ＰＵＳ
ＣＨの無線リソースは、上りリンクグラントを用いて割り当てられ、この上りリンクグラ
ントを含むＰＤＣＣＨが配置された下りリンクのサブフレームから所定の時間後（例えば
、4ms後、4サブフレーム後、4ＴＴＩ後）の上りリンクのサブフレームに配置される。各
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サブフレームでは、複数のＰＵＳＣＨが周波数多重および空間多重される。
【００８１】
　ＰＲＡＣＨが配置されるサブフレームおよび上りリンクの物理リソースブロックを示す
情報は、基地局装置によって報知される。上りリンク参照信号は、ＰＵＣＣＨやＰＵＳＣ
Ｈと時間多重される。例えば、ＰＵＳＣＨと時間多重されるＤＭＲＳは、サブフレーム内
の４番目と１１番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置される。
【００８２】
　上りリンク参照信号は、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨと時間多重されて送信される。ＰＵＳ
ＣＨと上りリンク参照信号が時間多重される場合は、上りリンク参照信号は周波数領域に
おいてＰＵＳＣＨが割り当てられたのと同じ周波数帯域に配置され、時間領域において４
番目と１１番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置される。
【００８３】
　以下、本発明のＰＵＳＣＨ内の上りリンクデータと上りリンク制御情報の配置について
説明する。
【００８４】
　図５は、本発明のＰＵＳＣＨで上りリンクデータとＡＣＫ／ＮＡＣＫを同時に送信する
方法を説明する図である。図５において、横軸は時間領域であり、縦軸はマッピングする
変調シンボル系列の並びを表しており、周波数軸に対応したものではなく、各ＳＣ－ＦＤ
ＭＡシンボルごとにＤＦＴ処理され、周波数軸上で割り当てられたリソースにマッピング
される。ＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルは、３番目と５番目と１０番目と１２番目のＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルに配置される。
【００８５】
　以下、ＤＬ ＰＣＣのＰＤＳＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫ
（第一の応答情報）、１つまたは複数のＤＬ ＳＣＣのＰＤＳＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫを第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫ（第二の応答情報）と称する。具体的に３番目のＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルに着目すると、３番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの下から順番に第一のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボル、第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボル、上りリンクデ
ータの変調シンボルの順番に時間多重され、ＤＦＴ処理によって周波数領域の信号に変換
された後に、上りリンクグラントで割り当てられた周波数帯域（物理リソースブロック）
に配置されることを示している。
【００８６】
　上りリンクデータ、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫは別々に符
号化される。ＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット系列および上りリンクデータの符号化ビッ
ト系列は、ＰＵＳＣＨの変調方式の変調多値数のビット数に分割したものを変調シンボル
（符号化シンボル）とみなされ図５のように並び替えられてから変調される。例えば、変
調多値数は、ＱＰＳＫ変調では「２」であり、１６ＱＡＭでは「４」であり、６４ＱＡＭ
では「６」である。
【００８７】
　尚、移動局装置１がＤＬ ＰＣＣでのみＰＤＳＣＨを受信した場合は、第二のＡＣＫ／
ＮＡＣＫの変調シンボルは配置されず、図５の第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルが
配置されている領域には上りリンクデータの変調シンボルが配置される。第一のＡＣＫ／
ＮＡＣＫは、第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫがあるときとないときで同じ符号化を行ない、図５
の同じ位置に並べられる。
【００８８】
　尚、移動局装置１がＤＬ ＰＣＣでＰＤＳＣＨを受信せず、少なくとも１つのＤＬ ＳＣ
ＣでＰＤＳＣＨを受信した場合は、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの
両方がＰＵＳＣＨで送信される。このとき、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫはＮＡＣＫを示す。
【００８９】
　以下、本発明のＡＣＫ／ＮＡＣＫのビット数を算出する方法について説明する。
【００９０】
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　本発明では、ＰＵＳＣＨでＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する際に用いられるＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋのビット数は、基地局装置３に移動局装置１が設定されたＤＬ ＣＣの数と、１つのＰ
ＤＳＣＨに空間多重できる下りリンクデータの最大数を乗算した値である。３つのＤＬ 
ＣＣを設定され、１つのＰＤＳＣＨに２つまでの下りリンクデータを空間多重することが
できる場合は、移動局装置１は６ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫを生成する。つまり、ＤＬ 
ＣＣで受信される下りリンクデータそれぞれに対してＡＣＫ／ＮＡＣＫが１ビットずつ生
成される。
【００９１】
　尚、ＤＬ ＰＣＣでしかＰＤＳＣＨを受信しなかった場合は、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫ
のみを生成し、第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫを生成しない。移動局装置１は複数のＤＬ ＣＣ
を設定されていても、多くの時間はプライマリーセル（DL PCCとUL PCC）での通信しか行
なわないため、ＤＬ ＰＣＣでしかＰＤＳＣＨを受信していないときにＤＬ ＳＣＣに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信しないようにすることで、ＤＬ ＳＣＣでＰＤＳＣＨを受信し
ていないにも係らず、ＤＬ ＳＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する必要がなくなる
ためＰＵＳＣＨの無線リソースを効率的に使うことができる。
【００９２】
　尚、移動局装置１がＤＬ ＰＣＣでＰＤＳＣＨを受信せず、少なくとも１つのＤＬ ＳＣ
ＣでＰＤＳＣＨを受信した場合は、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの
両方を生成する。これにより、ＤＬ ＰＣＣのＰＤＳＣＨで受信したかしないかで、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫの符号化や、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルのマッピングを変える必要が
ないため、移動局装置１の構成が簡略化できる。
【００９３】
　尚、移動局装置１がＤＬ ＰＣＣでＰＤＳＣＨを受信せず、少なくとも１つのＤＬ ＳＣ
ＣでＰＤＳＣＨを受信した場合は、第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫのみ生成してもよい。この場
合は、図５の第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルが配置される位置には上りリンクデ
ータの変調シンボルが配置され、第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルは、第一のＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫがあるときと同じ位置に配置される。これにより、第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫ
の変調シンボルが配置される位置が第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫがあるかないかによらず同じ
位置に配置される。ゆえに、基地局装置３がＤＬ ＰＣＣで送信したＰＤＳＣＨを移動局
装置１が復号処理しなかった場合にも、基地局装置３は第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫを正しく
受信することができる。
【００９４】
　尚、少なくとも１つのＤＬ ＳＣＣでＰＤＳＣＨを受信しているが、設定されたＤＬ Ｃ
Ｃの一部でしかＰＤＳＣＨを受信しなかった場合は、設定されたＤＬ ＣＣのうち、ＰＤ
ＳＣＨを受信しなかったＤＬ ＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫをＮＡＣＫにセットする。
また、設定されたＤＬ ＣＣで受信したＰＤＳＣＨで１つの下りリンクデータしか受信し
なかった場合は、この設定されたＤＬ ＣＣに対しては１ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫのみ
生成し、もう１ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫは予め決められた値にセットする。
【００９５】
　例えば、移動局装置１が３つの設定されたＤＬ ＣＣのうち、ＤＬ ＰＣＣで下りリンク
データの受信を行なわず、第１のＤＬ ＳＣＣで受信した２つの下りリンクデータの復号
に成功し、第２の設定されたＤＬ ＳＣＣで受信した１つの下りリンクデータの復号に失
敗した場合は、移動局装置１は第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの系列として「００」を、第二の
ＡＣＫ／ＮＡＣＫの系列として「１１００」を生成する。
【００９６】
　尚、ＡＣＫの場合はビットの値を１にセットし、ＮＡＣＫの場合はビットの値を０にセ
ットする。このように移動局装置１が設定されたＤＬ ＣＣで下りリンクデータを受信し
なかった場合にＡＣＫ／ＮＡＣＫのビットを予め決められた値にセットすることで、基地
局装置３は移動局装置１に下りリンクデータを送信しなかったＤＬ ＣＣに対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫが予め決められた値にセットされていることがわかるため、残りの移動局装置
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【００９７】
　尚、移動局装置１がＡＣＫ／ＮＡＣＫのビットをＤＬ ＳＣＣ毎に設定されたＤＬ ＳＣ
Ｃの番号順に並べることで、基地局装置３はＡＣＫ／ＮＡＣＫのビットが、どのＤＬ Ｓ
ＣＣで送信した下りリンクデータに対するものであるかを正しく認識することができる。
【００９８】
　尚、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのビット数を、基地局装置３に移動局装置１が設定されたＤＬ 
ＣＣの数と、ＤＬ ＣＣ毎のＰＤＳＣＨに空間多重できる下りリンクデータの最大数とか
ら決定してもよい。例えば、ＰＤＳＣＨに２つの下りリンクデータを空間多重できる１つ
のＤＬ ＣＣと、ＰＤＳＣＨで１つの下りリンクデータしか多重できない２つのＤＬ ＣＣ
を設定された移動局装置１は、４つのＡＣＫ／ＮＡＣＫのビットを生成する。
【００９９】
　尚、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのビット数を、アクティベートされたＤＬ ＣＣの数と、１つの
ＰＤＳＣＨに空間多重できる下りリンクデータの最大数を乗算した値としてもよい。ＤＬ
 ＣＣ毎のＰＤＳＣＨに空間多重できる下りリンクデータの最大数は下りリンクデータの
送信モード（例えば、MIMO SM、送信ダイバーシチ）から決まる。尚、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
のビット数を、アクティベートされたＤＬ ＣＣの数から決定してもよい。
【０１００】
　以下、本発明のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボル数を算出する方法について説明する。
【０１０１】
　本発明では、ＰＵＳＣＨでＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する際に用いられるＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋの変調シンボルの数は、ＰＵＳＣＨで送信する第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫのビット数、第
二のＡＣＫ／ＮＡＣＫのビット数、上りリンクデータの初期送信時の無線リソースの量、
上りリンクデータのビット数（トランスポートブロックサイズ: transport block size）
、基地局装置３によって設定されたオフセットなどから求まる。（１）式は、ＰＵＳＣＨ
でＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する際にもちいられるＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルの数を
算出するための式である。
【０１０２】



(19) JP 5044047 B2 2012.10.10

10

20

30

40

50

【数１】

【０１０３】
　Ｑ’は第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルの数である。Ｑ’’は第二のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの変調シンボルの数である。Ｑ’’’はＰＵＳＣＨで送信される第一のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの変調シンボルの数と第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルの数の和である。
【０１０４】
　Ｏ’は、本発明の移動局装置１が生成した第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫのビット数である。
Ｏ’’は、本発明の移動局装置１が生成した第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫのビット数である。
尚、移動局装置１がＤＬ ＰＣＣでのみＰＤＳＣＨを受信した場合はＯ’’は「０」とす
る。
【０１０５】
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　基地局装置３によって設定されるオフセットの値は、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二の
ＡＣＫ／ＮＡＣＫに対して別々に設定される。移動局装置１は、基地局装置３によって設
定された第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫのオフセットと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫのオフセットの
値を用いて、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信に用いる変調シン
ボルの数を別々に計算する。
【０１０６】
　これにより、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化方法と第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化
方法に性能の差がある場合に、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信
に用いるＰＵＳＣＨの無線リソースの量を調整することで、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第
二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの性能を同じになるよう調整することができる。
【０１０７】
　尚、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫに対するオフセットと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫに対するオ
フセットを共通にし、基地局装置３が第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫ
の両方が目標の性能を満たすように共通のオフセットを設定し、移動局装置１に通知して
もよい。
【０１０８】
　これにより、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信に用いるＰＵＳ
ＣＨの無線リソースの量を別々に調整することができなくなるが、基地局装置３が移動局
装置１に通知するＡＣＫ／ＮＡＣＫのオフセットに関する情報量が減るため、下りリンク
の無線リソースを節約することができる。
【０１０９】
　図５に示したように、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルは４つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルのみに配置されるため、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを配置できる最大の数は、Ｐ
ＵＳＣＨに割り当てられた周波数帯域に含まれるサブキャリアの数の４倍である。図５に
おいて、Ｑ’’’がＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを配置できる最大の数を超えた場合
は、ＤＬ ＳＣＣのＰＤＳＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを配置するリソ
ースエレメント数から減らしくていく。
【０１１０】
　つまり、Ｑ’がＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを配置できる最大の数を超えない限り
、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルの数を減らさない。これにより、ＤＬ ＰＣＣ
のＰＤＳＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの性能を保つことができるため、プライマリーセ
ルの下りリンクの通信の品質を保つことができる。（２）式は、Ｑ’’’が、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの変調シンボルを配置できる最大の数を超えないようにするための式である。ｍｉ
ｎ（・）は、括弧の中の複数の値のうち最も小さい値を出力する関数である。Ｎｍａｘは
、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを配置することができる最大の数である。
【０１１１】
【数２】

【０１１２】
　尚、Ｑ’’’がＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを配置できる最大の数を超えた場合に
、ＤＬ ＰＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを配置する数から減らしてもよ
い。ＤＬ ＳＣＣが４つ設定されている場合は、ＤＬ ＳＣＣのＰＤＳＣＨに対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫは８ビットあるため、２ビットしかないＤＬ ＰＣＣのＡＣＫ／ＮＡＣＫより
もＤＬ ＳＣＣのＰＤＳＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを優先的に配置することで、より
多くのＰＤＳＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの性能を落とさずに送信することができる。
【０１１３】
　（３）式と（４）式は、Ｑ’’’がＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを配置できる最大
の数を超えた場合に、ＤＬ ＰＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを配置する
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数から減らす場合の、Ｑ’とＱ’’を算出するための式である。
【０１１４】
【数３】

【０１１５】
【数４】

【０１１６】
　以下、本発明のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化方法について説明する。
【０１１７】
　図６は、本発明の上りリンクデータとＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化方法について説明する
図である。図６において、上りリンクデータと、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと、第二のＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫは別々に符号化される（ステップＳ１００）。尚、複数のＤＬ ＳＣＣに対
する第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫはともに符号化される。
【０１１８】
　上りリンクデータは、ターボ符号化が行なわれる。複数のＤＬ ＳＣＣのＰＤＳＣＨに
対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、リードマラー（Reed-Muller）符号による符号化が行なわれ
る。ＤＬ ＰＣＣのＰＤＳＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、反復符号などを用いた通信
路符号化によって符号化が行なわれ、生成された符号化ビット２つおきに予め決められた
値の符号化ビットを挿入する。挿入される予め決められた値の符号化ビットの数は、ＰＵ
ＳＣＨの変調方式によって決める。
【０１１９】
　ＰＵＳＣＨが１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）で変調される場合は、
生成された符号化ビット２つおきに予め決められた値の符号化ビットを２つずつ挿入する
。ＰＵＳＣＨが６４ＱＡＭで変調される場合は、生成された符号化ビット２つおきに予め
決められた値の符号化ビットを４つずつ挿入する。
【０１２０】
　これにより、ＰＵＳＣＨの変調方式にかかわらずＤＬ ＰＣＣのＰＤＳＣＨに対するＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルには、２ビットの情報量しか含まれなくなり、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの変調シンボルの信号点は４つに限定される。また、この４つの信号点は、１６Ｑ
ＡＭや６４ＱＡＭの振幅が最大である４つの信号点となるように符号化ビットと信号点を
対応付ける。
【０１２１】
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　例えば、ＰＵＳＣＨが１６ＱＡＭで変調される場合は、ＤＬ ＰＣＣのＰＤＳＣＨに対
するＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットの系列が「１１０１１０」の場合は、この系列に予
め決められた値（ｘ）の符号化ビットが挿入され「１１ｘｘ０１ｘｘ１０」（xは0または
1の予め定められた値）となる。また、「００ｘｘ」、「０１ｘｘ」、「１０ｘｘ」、「
１１ｘｘ」を１６ＱＡＭや６４ＱＡＭの振幅が最大である４つの信号点と対応付けておく
。これにより、移動局装置１においてＡＣＫ／ＮＡＣＫ符号化ビットを１６ＱＡＭや６４
ＱＡＭで変調しても、基地局装置３において、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルをＱＰＳ
Ｋとして扱うことができる。以下、この方法を仮想ＱＰＳＫと称する。
【０１２２】
　ステップＳ１００で第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫを符号化した後
に、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビット系列の後ろに、第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符
号化ビット系列が結合（多重）される（ステップＳ１０１）。
【０１２３】
　図７は、本発明の第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫを結合する方法の
一例を示す図である。ＰＵＳＣＨで送信するＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットの系列長Ｐ
’’’は、Ｑ’’’とＰＵＳＣＨの変調多値数ｍの積である。ＰＵＳＣＨで送信する第一
のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットの系列長Ｐ’は、Ｑ’とＰＵＳＣＨの変調多値数ｍの
積である。ＰＵＳＣＨで送信する第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットの系列長Ｐ’’
は、Ｑ’’とＰＵＳＣＨの変調多値数ｍの積である。
【０１２４】
　図７において、ステップＳ１００で符号化された第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビッ
ト系列長は、Ｐ’よりも短い。この場合は、Ｐ’と同じビット数になるまで第一のＡＣＫ
／ＮＡＣＫの符号化ビットの先頭部分から繰り返し配置される。
【０１２５】
　図７において、ステップＳ１００で符号化された第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビッ
ト系列長は、Ｐ’’よりも長い。この場合は、第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットは
先頭部分からＰ’’の数までの一部分が切り取られる。つまり、第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫ
の符号化ビットのＰ’’を越える末尾部分はＰＵＳＣＨで送信されない。
【０１２６】
　このように先頭から繰り返された、または先頭部分から切り取られた第一のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの符号化ビットおよび第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットが結合される。
【０１２７】
　ステップＳ１００とステップＳ１０１の後に、上りリンクデータの符号化ビットとＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫの符号化ビットを図５のように並び替える（ステップＳ１０２）。最初に、
図５のＤＭＲＳ以外の領域に上りリンクデータの符号化ビットを並べる。次に、図５のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの領域に配置された上りリンクデータの符号化ビットを、第一のＡＣＫ／
ＮＡＣＫの符号化ビットおよび／または第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビットに置き換
えていく。
【０１２８】
　尚、ＤＬ ＰＣＣでしかＰＤＳＣＨを受信しなかった場合は、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫ
に関する符号化処理のみ行ない、第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫに関する符号化処理は行なわな
い。
【０１２９】
　以下、本発明の移動局装置１の装置構成について説明する。
【０１３０】
　図８は、本発明の移動局装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように、
移動局装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７およ
び、送受信アンテナ１０９を含んで構成される。上位層処理部１０１は、無線リソース制
御部１０１１、ＨＡＲＱ制御部１０１３とＡＣＫ／ＮＡＣＫ生成部１０１５を含んで構成
される。受信部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５３、多重分離部１０５５、無
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線受信部１０５７とチャネル測定部１０５９を含んで構成される。送信部１０７は、符号
化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線送信部１０７７と上りリンク参照
信号生成部１０７９を含んで構成される。
【０１３１】
　上位層処理部１０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータを、送信部
１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Acce
ss Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: 
PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio R
esource Control: RRC）層の処理を行なう。また、上位層処理部１０１はＰＤＣＣＨで受
信された下りリンク制御情報などに基づき、受信部１０５、および送信部１０７の制御を
行なうために制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。
【０１３２】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、自装置の各種設定情報の
管理を行なう。例えば、無線リソース制御部１０１１は、設定されたＣＣの管理を行なう
。また、無線リソース制御部１０１１は、上りリンクの各チャネルに配置される情報を生
成し、送信部１０７に出力する。
【０１３３】
　上位層処理部１０１が備えるＨＡＲＱ制御部１０１３は、下りリンクデータのＨＡＲＱ
の制御を行なう。ＨＡＲＱ制御部１０１３は、受信した下りリンクデータの復号に成功し
た場合は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ生成部１０１５にＡＣＫを生成し基地局装置３に送信するよ
う指示し、受信した下りリンクデータの復号に失敗した場合は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ生成部
１０１５にＮＡＣＫを生成し基地局装置３に送信するよう指示する。
【０１３４】
　ＨＡＲＱ制御部１０１３は、下りリンクデータの復号に失敗した場合は下りリンクデー
タをＨＡＲＱバッファに保持しておき、基地局装置３によって再送信された下りリンクデ
ータを受信した際に、再送信された下りリンクデータとＨＡＲＱバッファに保持されてい
る下りリンクデータを合成して復号処理を行なう。
【０１３５】
　上位層処理部１０１が備えるＡＣＫ／ＮＡＣＫ生成部１０１５は、ＨＡＲＱ制御部１０
１３の指示に従ってＡＣＫまたはＮＡＣＫを生成し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのビットを並べ替
える。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ生成部１０１５は、ＤＬ ＰＣＣでのみ下りリンクデータを受信
した場合は第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫのみ生成し、少なくとも１つのＤＬ ＳＣＣで下りリ
ンクデータを受信した場合は、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫを生成
する。
【０１３６】
　尚、少なくとも１つのＤＬ ＳＣＣで下りリンクデータを受信したが、一部のＤＬ ＣＣ
（DL PCCやDL SCC）で下りリンクデータを受信しなかった場合は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ生成
部１０１５は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫをＮＡＣＫとして生成する。
【０１３７】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ生成部１０１５は、ＰＵＳＣＨでＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する際のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルの数を計算し、計算した変調シンボル数のＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ変調シンボルを生成し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫと上りリンクデータをともにＰＵＳＣＨで送
信するよう、送信部１０７の制御を行なうために制御情報を生成し、制御部１０３に出力
する。
【０１３８】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号
を受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制
御を行なう。
【０１３９】
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　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１０
９を介して基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１０１に出力する。
【０１４０】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１０９を介して受信した下りリンクの信号を、
中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去し、
信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分およ
び直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変
換する。無線受信部１０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guar
d Interval: GI）に相当する部分を除去し、ガードインターバルを除去した信号に対して
高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行ない、周波数領域の信号を抽出
する。
【０１４１】
　多重分離部１０５５は、抽出した信号をＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および
下りリンク参照信号に、それぞれ分離する。尚、この分離は、下りリンクアサインメント
で通知された無線リソースの割り当て情報などに基づいて行なわれる。また、多重分離部
１０５５は、チャネル測定部１０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＨＩＣＨと
ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部１０５５は、分離し
た下りリンク参照信号をチャネル測定部１０５９に出力する。
【０１４２】
　復調部１０５３は、ＰＨＩＣＨに対して対応する符号を乗算して合成し、合成した信号
に対してＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）変調方式の復調を行ない、復号化部１
０５１へ出力する。復号化部１０５１は、自装置宛てのＰＨＩＣＨを復号し、復号したＨ
ＡＲＱインディケータを上位層処理部１０１に出力する。復調部１０５３は、ＰＤＣＣＨ
に対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部１０５１へ出力する。復号化部１
０５１は、ＰＤＣＣＨのブラインドデコーディングを試み、ブラインドデコーディングに
成功した場合、復号した下りリンク制御情報と下りリンク制御情報に含まれていたＲＮＴ
Ｉを上位層処理部１０１に出力する。
【０１４３】
　復調部１０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying
）、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）、６４ＱＡＭ等の下りリンクアサ
インメントで通知された変調方式の復調を行ない、復号化部１０５１へ出力する。復号化
部１０５１は、下りリンク制御情報で通知された符号化率に関する情報に基づいて復号を
行ない、復号した下りリンクデータ（トランスポートブロック）を上位層処理部１０１へ
出力する。
【０１４４】
　チャネル測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照信号か
ら下りリンクのパスロスやチャネルの状態を測定し、測定したパスロスやチャネルの状態
を上位層処理部１０１へ出力する。また、チャネル測定部１０５９は、下りリンク参照信
号から下りリンクの伝搬路の推定値を算出し、多重分離部１０５５へ出力する。
【０１４５】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力された上りリンクデータや上りリンク制御情報を
符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成した上りリンク参照信号を多
重し、送受信アンテナ１０９を介して基地局装置３に送信する。
【０１４６】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された上りリンク制御情報を畳込み
符号化、ブロック符号化等の符号化を行ない、上りリンクデータを上りリンクグラントで
通知された符号化率に関する情報に基づいてターボ符号化を行なう。
【０１４７】
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　符号化部１０７１は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを上りリンクデータとともにＰＵＳＣＨで送信
する場合は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、ＡＣＫ／ＮＡＣＫと上りリ
ンクデータを図６のように符号化し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫと上りリンクデータの符号化ビッ
トを図５のように並べ替える。
【０１４８】
　変調部１０７３は、符号化部１０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳ
Ｋ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式または、チャ
ネル毎に予め定められた変調方式で変調する。変調部１０７３は、上りリンクグラントで
通知された空間多重される系列の数と、この系列に対して行なうプリコーディングを指示
する情報に基づいて、ＭＩＭＯ ＳＭを用いることにより同一のＰＵＳＣＨで送信される
複数の上りリンクデータの変調シンボルの系列を、同一のＰＵＳＣＨで送信される上りリ
ンクデータの数よりも多い複数の系列にマッピングし、この系列に対してプレコーディン
グ（precoding）を行なう。
【０１４９】
　上りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置３を識別するための物理セル識別子
（physical cell identity: PCI、Cell IDなどと称する）、上りリンク参照信号を配置す
る帯域幅、上りリンクグラントで通知されたサイクリックシフトなどを基に予め定められ
た規則で求まる、基地局装置３が既知の系列を生成する。多重部１０７５は、制御部１０
３から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨの変調シンボルを並列に並び替えてから
離散フーリエ変換（Discrete Fourier Transform: DFT）し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの
信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎に多重する。
【０１５０】
　無線送信部１０７７は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式の変調を行ない、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調され
たＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信
号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から
中間周波数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成
分を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert
）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ１０９に出力して送信す
る。
【０１５１】
　以下、本発明の基地局装置３の装置構成について説明する。
【０１５２】
　図９は、本発明の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するように、
基地局装置３は、上位層処理部３０１、制御部３０３、受信部３０５、送信部３０７、お
よび、送受信アンテナ３０９、を含んで構成される。また、上位層処理部３０１は、無線
リソース制御部３０１１、ＨＡＲＱ制御部３０１３とＡＣＫ／ＮＡＣＫ検出部３０１５を
含んで構成される。また、受信部３０５は、復号化部３０５１、復調部３０５３、多重分
離部３０５５、無線受信部３０５７とチャネル測定部３０５９を含んで構成される。また
、送信部３０７は、符号化部３０７１、変調部３０７３、多重部３０７５、無線送信部３
０７７と下りリンク参照信号生成部３０７９を含んで構成される。
【０１５３】
　上位層処理部３０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制
御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）
層の処理を行なう。また、上位層処理部３０１は、受信部３０５、および送信部３０７の
制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。
【０１５４】
　上位層処理部３０１が備える無線リソース制御部３０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨ
に配置される下りリンクデータ、ＲＲＣシグナル、ＭＡＣ ＣＥ（Control Element）を生
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成し、または上位ノードから取得し、ＨＡＲＱ制御部３０１３に出力する。また、無線リ
ソース制御部３０１１は、移動局装置１各々の各種設定情報の管理をする。例えば、無線
リソース制御部３０１１は、移動局装置１に設定したＣＣの管理などを行なう。
【０１５５】
　上位層処理部３０１が備えるＨＡＲＱ制御部３０１３は、下りリンクデータのＨＡＲＱ
の制御を行なう。ＨＡＲＱ制御部３０１３は、無線リソース制御部３０１１から取得した
下りリンクデータをＨＡＲＱバッファに保持しておき、ＨＡＲＱバッファに保持している
下りリンクデータに対して移動局装置１からＮＡＣＫを受信した場合には、保持している
下りリンクデータを送信部３０７に出力し、再送信するよう制御を行なうために制御情報
を生成し、制御部３０３に出力する。
【０１５６】
　上位層処理部３０１が備えるＡＣＫ／ＮＡＣＫ検出部３０１５は、受信部３０５のＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫの復号処理の制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力す
る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ検出部３０１５は、移動局装置１に設定した下りリンクコンポーネ
ントキャリアの数などから移動局装置１が送信したＡＣＫ／ＮＡＣＫのビット系列のビッ
ト数、およびＰＵＳＣＨに配置されるＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボル数を計算する。
【０１５７】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ検出部３０１５は、ＤＬ ＰＣＣのみで下りリンクデータを移動局装
置１に送信した場合には、ＰＵＳＣＨに第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫのみ含まれており、第二
のＡＣＫ／ＮＡＣＫは含まれていないと判断する。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ検出部３０１５は、
下りリンクデータを移動局装置１に送信していないＤＬ ＣＣに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ
はＮＡＣＫにセットされていると判断する。
【０１５８】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ検出部３０１５は、算出したＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボル数にも
とづいて、ＰＵＳＣＨに含まれるＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを分離し、第一のＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫを別々に復号するよう、制御部３０３を介して受
信部３０５を制御する。
【０１５９】
　制御部３０３は、上位層処理部３０１からの制御情報に基づいて、受信部３０５、およ
び送信部３０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部３０３は、生成した制御信号
を受信部３０５、および送信部３０７に出力して受信部３０５、および送信部３０７の制
御を行なう。
【０１６０】
　受信部３０５は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ３０
９を介して移動局装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上
位層処理部３０１に出力する。無線受信部３０５７は、送受信アンテナ３０９を介して受
信された上りリンクの信号を、中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）
、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し
、受信された信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたア
ナログ信号をディジタル信号に変換する。
【０１６１】
　無線受信部３０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guard Inte
rval: GI）に相当する部分を除去する。無線受信部３０５７は、ガードインターバルを除
去した信号に対して高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行ない、周波
数領域の信号を抽出し多重分離部３０５５に出力する。
【０１６２】
　多重分離部３０５５は、無線受信部３０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。尚、この分離は、予め基地局装置３が
無線リソース制御部３０１１で決定し、各移動局装置１に通知した上りリンクグラントに
含まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわれる。多重分離部３０５５は、チ
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ャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの伝
搬路の補償を行なう。また、多重分離部３０５５は、分離した上りリンク参照信号をチャ
ネル測定部３０５９に出力する。
【０１６３】
　復調部３０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform: IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、ＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ等の予め定められた、または自装置が移動局装置１各々に上りリンクグラントで予
め通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。復調部３０５３は、制御部３０３
から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨに含まれる上りリンクデータの変調シンボ
ルと第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの変調シンボルを
分離する。
【０１６４】
　復調部３０５３は、移動局装置１各々に上りリンクグラントで予め通知した空間多重さ
れる系列の数と、この系列に対して行なうプリコーディングを指示する情報に基づいて、
ＭＩＭＯ ＳＭを用いることにより同一のＰＵＳＣＨで送信された複数の上りリンクデー
タの変調シンボルを分離する。
【０１６５】
　復号化部３０５１は、復調された上りリンク制御情報と上りリンクデータの符号化ビッ
トを、予め定められた符号化方式の、予め定められた、または自装置が移動局装置１に上
りリンクグラントで予め通知した符号化率で復号を行ない、復号した上りリンクデータと
、上りリンク制御情報を上位層処理部３０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、
復号化部３０５１は、上位層処理部３０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持してい
る符号化ビットと、復調された符号化ビットを用いて復号を行なう。
【０１６６】
　復号化部３０５１は、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの符号化ビッ
トを別々に復号する。チャネル測定部３０５９は、多重分離部３０５５から入力された上
りリンク参照信号から伝搬路の推定値、チャネルの品質などを測定し、多重分離部３０５
５および上位層処理部３０１に出力する。
【０１６７】
　送信部３０７は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下りリンク制御
情報、下りリンクデータを符号化、および変調し、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ
、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ３０９を介して移動局装置１に
信号を送信する。
【０１６８】
　符号化部３０７１は、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下
りリンク制御情報、および下りリンクデータを、ブロック符号化、畳込み符号化、ターボ
符号化等の予め定められた符号化方式を用いて符号化を行なう、または無線リソース制御
部３０１１が決定した符号化方式を用いて符号化を行なう。変調部３０７３は、符号化部
３０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等
の予め定められた、または無線リソース制御部３０１１が決定した変調方式で変調する。
【０１６９】
　下りリンク参照信号生成部３０７９は、基地局装置３を識別するための物理セル識別子
（PCI）などを基に予め定められた規則で求まる、移動局装置１が既知の系列を下りリン
ク参照信号として生成する。多重部３０７５は、変調された各チャネルの変調シンボルと
生成された下りリンク参照信号を多重する。
【０１７０】
　無線送信部３０７７は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（Inverse 
Fast Fourier Transform: IFFT）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行ない、ＯＦＤＭ変調され
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たＯＦＤＭシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生
成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周
波数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除
去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）し、
余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ３０９に出力して送信する。
【０１７１】
　このように、本発明によれば、複数のＣＣを用いて移動局装置１と基地局装置３が無線
通信を行なう無線通信システムにおいて、移動局装置１は、ＤＬ ＰＣＣ（第一の下りリ
ンクコンポーネントキャリア）で受信した１つまたは複数の下りリンクデータの復号の成
否を示す１つまたは複数の第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫ（第一の応答情報）をともに符号化し
、複数のＤＬ ＳＣＣ（第二の下りリンクコンポーネントキャリア）で受信した下りリン
クデータの復号の成否を示す複数の第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫ（第二の応答情報）をともに
符号化し、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫを同じＰＵＳＣＨ（上りリ
ンクデータ送信用チャネル）で送信し、基地局装置３は、ＰＵＳＣＨを受信し、第一のＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫと第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの復号処理を別々に行なう。
【０１７２】
　また、本発明によれば、移動局装置１は、ＤＬ ＰＣＣでのみＰＤＳＣＨを受信した場
合に、第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫのみ生成し、ＰＵＳＣＨで送信する。
【０１７３】
　これにより、下りリンクデータが少ないときはＤＬ ＰＣＣのＰＤＳＣＨのみを用いて
基地局装置３と移動局装置１が下りリンクの通信を行なうことで、移動局装置１はＤＬ 
ＳＣＣのＰＤＳＣＨに対する第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫをＰＵＳＣＨで送信しなくなるため
、ＰＵＳＣＨの無線リソースを効率的に上りリンクデータの送信のために用いることがで
きる。
【０１７４】
　また、下りリンクデータが多いときはＤＬ ＰＣＣと複数のＤＬ ＳＣＣを用いて複数の
ＰＤＳＣＨを同時に用いて基地局装置３と移動局装置１が通信を行なう。このとき、複数
のＤＬ ＳＣＣに対する複数の第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫをともに符号化することで、複数
の第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫを別々に符号化するよりも第二のＡＣＫ／ＮＡＣＫの性能が向
上する。
【０１７５】
　また、基地局装置３がＤＬ ＰＣＣと１つまたは複数のＤＬ ＳＣＣを用いて複数のＰＤ
ＳＣＨを移動局装置１に送信したが、移動局装置１がＤＬ ＰＣＣのみでしかＰＤＳＣＨ
を受信しなかった場合に、移動局装置１はＤＬ ＳＣＣのＰＤＳＣＨを受信したときと同
じ方法で第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫを符号化し、マッピング方法を適用するため、基地局装
置３は第一のＡＣＫ／ＮＡＣＫを正しく受信することができる。
【０１７６】
　また、本実施形態は、以下のような態様を採ることも可能である。すなわち、本実施形
態の無線通信システムは、複数のコンポーネントキャリアを用いて移動局装置と基地局装
置が無線通信を行なう無線通信システムであって、前記移動局装置は、第一の下りリンク
コンポーネントキャリアで受信した１つまたは複数の下りリンクデータの復号の成否を示
す１つまたは複数の第一の応答情報をともに符号化し、複数の第二の下りリンクコンポー
ネントキャリアで受信した下りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二の応答情報を
ともに符号化し、前記第一の応答情報と前記第二の応答情報を同じ上りリンクデータ送信
用チャネルで送信し、前記基地局装置は、前記上りリンクデータ送信用チャネルを受信し
、前記第一の応答情報と前記第二の応答情報の復号処理を別々に行なうことを特徴として
いる。
【０１７７】
　また、本実施形態は、上記の無線通信システムにおいて、前記基地局装置が、移動局装
置毎に１つの前記第一の下りリンクコンポーネントキャリアと複数の前記第二の下りリン
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クコンポーネントキャリアを設定することを特徴としている。
【０１７８】
　また、本実施形態は、上記の無線通信システムにおいて、前記移動局装置が、前記上り
リンクデータ送信用チャネルで送信することができる第一の応答情報の符号化ビット数と
、前記上りリンクデータ送信用チャネルで送信することができる第二の応答情報の符号化
ビット数を別々に算出することを特徴としている。
【０１７９】
　また、本実施形態は、上記の無線通信システムにおいて、前記移動局装置が、前記上り
リンクデータ送信用チャネルで送信することができる応答情報のビット数を、前記第一の
応答情報と前記第二の応答情報の符号化ビットの和が超えてしまった場合に、前記第一の
応答情報の符号化ビットを優先的に前記上りリンクデータ送信用チャネルで送信すること
を特徴としている。
【０１８０】
　また、本実施形態は、上記の無線通信システムにおいて、前記移動局装置が、前記上り
リンクデータ送信用チャネルで送信することができる応答情報のビット数を、前記第一の
応答情報と前記第二の応答情報の符号化ビットの和が超えてしまった場合に、前記第二の
応答情報の符号化ビットを優先的に前記上りリンクデータ送信用チャネルで送信すること
を特徴としている。
【０１８１】
　また、本実施形態は、上記の無線通信システムにおいて、前記基地局装置が、前記上り
リンクデータ送信用チャネルで送信することができる第一の応答情報の符号化ビット数を
算出する際に前記移動局装置が用いる第一のオフセットの値と、前記上りリンクデータ送
信用チャネルで送信することができる第二の応答情報の符号化ビット数を算出する際に前
記移動局装置が用いる第二のオフセットの値を別々に設定することを特徴としている。
【０１８２】
　また、本実施形態は、上記の無線通信システムにおいて、前記移動局装置が、前記第一
の応答情報と前記第二の応答情報を同一のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで送信することを特徴
としている。
【０１８３】
　また、本実施形態は、上記の無線通信システムにおいて、前記移動局装置が、前記第一
の下りリンクコンポーネントキャリアでのみ下りリンクデータを受信した場合は、前記第
一の応答情報のみ前記上りリンクデータ送信用チャネルで送信することを特徴としている
。
【０１８４】
　また、本実施形態は、上記の無線通信システムにおいて、前記移動局装置が、少なくと
も１つの前記第二の下りリンクコンポーネントキャリアで下りリンクデータを受信した場
合は、前記第一の応答情報と前記第二の応答情報を前記上りリンクデータ送信用チャネル
で送信することを特徴としている。
【０１８５】
　また、本実施形態は、上記の無線通信システムにおいて、前記移動局装置が、少なくと
も１つの前記第二の下りリンクコンポーネントキャリアで下りリンクデータを受信したが
、前記第一の下りリンクコンポーネントキャリアで下りリンクデータを受信しなかった場
合は、前記第二の応答情報を予め定められた値にセットすることを特徴としている。
【０１８６】
　また、本実施形態の移動局装置は、複数のコンポーネントキャリアを用いて基地局装置
と無線通信を行なう移動局装置であって、第一の下りリンクコンポーネントキャリアで受
信した１つまたは複数の下りリンクデータの復号の成否を示す１つまたは複数の第一の応
答情報をともに符号化し、複数の第二の下りリンクコンポーネントキャリアで受信した下
りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二の応答情報をともに符号化し、前記第一の
応答情報と前記第二の応答情報を同じ上りリンクデータ送信用チャネルで送信することを
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特徴としている。
【０１８７】
　また、本実施形態の基地局装置は、複数のコンポーネントキャリアを用いて移動局装置
と無線通信を行なう基地局装置であって、前記移動局装置が、第一の下りリンクコンポー
ネントキャリアで受信した１つまたは複数の下りリンクデータの復号の成否を示す１つま
たは複数の第一の応答情報をともに符号化し、複数の第二の下りリンクコンポーネントキ
ャリアで受信した下りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二の応答情報をともに符
号化し、前記第一の応答情報と前記第二の応答情報を含めて送信した上りリンクデータ送
信用チャネルを受信し、前記第一の応答情報と前記第二の応答情報の復号処理を別々に行
なうことを特徴としている。
【０１８８】
　また、本実施形態の無線通信方法は、複数のコンポーネントキャリアを用いて基地局装
置と無線通信を行なう移動局装置に用いられる無線通信方法であって、第一の下りリンク
コンポーネントキャリアで受信した１つまたは複数の下りリンクデータの復号の成否を示
す１つまたは複数の第一の応答情報をともに符号化するステップと、複数の第二の下りリ
ンクコンポーネントキャリアで受信した下りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二
の応答情報をともに符号化するステップと、前記第一の応答情報と前記第二の応答情報を
同じ上りリンクデータ送信用チャネルで送信するステップを有することを特徴としている
。
【０１８９】
　また、本実施形態の無線通信方法は、複数のコンポーネントキャリアを用いて移動局装
置と無線通信を行なう基地局装置に用いられる無線通信方法であって、前記移動局装置が
、第一の下りリンクコンポーネントキャリアで受信した１つまたは複数の下りリンクデー
タの復号の成否を示す１つまたは複数の第一の応答情報をともに符号化し、複数の第二の
下りリンクコンポーネントキャリアで受信した下りリンクデータの復号の成否を示す複数
の第二の応答情報をともに符号化し、前記第一の応答情報と前記第二の応答情報を含めて
送信した上りリンクデータ送信用チャネルを受信するステップと、前記第一の応答情報と
前記第二の応答情報の復号処理を別々に行なうステップを有することを特徴としている。
【０１９０】
　また、本実施形態の集積回路は、複数のコンポーネントキャリアを用いて基地局装置と
無線通信を行なう移動局装置に用いられる集積回路であって、第一の下りリンクコンポー
ネントキャリアで受信した１つまたは複数の下りリンクデータの復号の成否を示す１つま
たは複数の第一の応答情報をともに符号化する機能と、複数の第二の下りリンクコンポー
ネントキャリアで受信した下りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二の応答情報を
ともに符号化する機能と、前記第一の応答情報と前記第二の応答情報を同じ上りリンクデ
ータ送信用チャネルで送信する機能と、の一連の機能を、前記移動局装置に発揮させるこ
とを特徴としている。
【０１９１】
　また、本実施形態の集積回路は、複数のコンポーネントキャリアを用いて移動局装置と
無線通信を行なう基地局装置に用いられる集積回路であって、前記移動局装置が、第一の
下りリンクコンポーネントキャリアで受信した１つまたは複数の下りリンクデータの復号
の成否を示す１つまたは複数の第一の応答情報をともに符号化し、複数の第二の下りリン
クコンポーネントキャリアで受信した下りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二の
応答情報をともに符号化し、前記第一の応答情報と前記第二の応答情報を含めて送信した
上りリンクデータ送信用チャネルを受信する機能と、前記第一の応答情報と前記第二の応
答情報の復号処理を別々に行なう機能と、の一連の機能を、前記移動局装置に発揮させる
ことを特徴としている。
【０１９２】
　本発明に関わる基地局装置３、および移動局装置１で動作するプログラムは、本発明に
関わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を
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制御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、
これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory
）に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行なわれる。
【０１９３】
　尚、上述した実施形態における移動局装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで
実現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコン
ピュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムを
コンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０１９４】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、移動局装置１、または基地局装置３に
内蔵されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むもの
とする。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、
光磁気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵され
るハードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０１９５】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０１９６】
　また、上述した実施形態における移動局装置１、基地局装置３の一部、または全部を典
型的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現しても
よい。移動局装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一
部、または全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限ら
ず専用回路、または汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬ
ＳＩに代替する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いること
も可能である。
【０１９７】
　以上、図面を参照してこの発明の一実施形態について詳しく説明してきたが、具体的な
構成は上述のものに限られることはなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲内において様
々な設計変更等をすることが可能である。
【符号の説明】
【０１９８】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　移動局装置
３　基地局装置
１０１　上位層処理部
１０３　制御部
１０５　受信部
１０７　送信部
３０１　上位層処理部
３０３　制御部
３０５　受信部
３０７　送信部
１０１１　無線リソース制御部
１０１３　ＨＡＲＱ制御部
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１０１５　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ生成部
３０１１　無線リソース制御部
３０１３　ＨＡＲＱ制御部
３０１５　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ検出部
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